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ポスターに見る世界の女たち

女のしんぶん 2012 年 10 月 10日号～ 2019 年 4月 10日号より抜粋

ぶ芸術
世界の女性政策を研究している三井マリ子さんが足で集めたポスターを、三井さ
んの解説をまじえて紹介します。ポスターは、どれも、それぞれの国で、女性解
放運動や男女平等推進の広報に使われたものです。ポスターが貼られた当時、
世界の女たちが何に怒り、何を求めていたかを感じ取ることができます。

　残念ながら、女性と男性の権利は同じではありませんでし
た。同じ権利を得られるようにと、女性たちは運動してきま
した。
　例えば、19世紀終わりから20世紀にかけて、女性の参
政権を求める運動がありました（第一波フェミニズム運動）。
国政選挙において、世界ではじめて女性の参政権が認めら
れたのは英領ニュージーランドで1893年（被選挙権は1919
年）です。日本で国政選挙において女性に参政権が認められ
たのは、1945年でした。
　1960年代には、アメリカや欧州を中心に女性の立場の弱
さを「私的領域―家族関係や役割」にも求め、それを変えよ
うとする運動がおきます。「（第二波）フェミニズム運動」です。
「公的領域」での平等―参政権や教育の機会―を得ても女
性の立場は男性とまだまだ同じではなかったのです。
　「フェミニズム運動」のなかから、ジェンダーの視点が生ま
れます。ジェンダーの視点によって、政治・経済・教育・文
化・家族などあらゆる領域で女性が男性と異なる役割を与え
られていること、「性の特質」と役割が結びついていること、
その役割の評価が異なること、この状況は、生物学的な差
からではなく、社会・文化的に形成されているという考えが
打ち出されます。
　ここに展示した世界各国のポスターは、女性の権利や男
女平等を啓発するための作品です。
　収集したのは女性政策を研究する三井マリ子さんです。三
井さん自身が撮影した画像のそれぞれに、三井さんの解説が
添えられて、2012年から「 I（アイ）女のしんぶん」に連載さ
れました。
この展示は、三井さんから画像データ等の複製許可をいただ
き、「I女性会議」のご好意で実現しました。
　世界中から集められたポスターが発信するメッセージを聞
いてください。こんな「事実がある（あった）」ということを知
ってください。社会を変えるために、あなたならどんなポスタ
ーを作りますか。
� 聖心女子大学現代教養学部　人間関係学科
　　　　　　　教授　大槻 奈巳

期間：2021年５月13日（木）～10月６日（水）
協力：I女性会議（あいじょせいかいぎ）

叫ぶ芸術 ーポスターに見る世界の女たち

特別展示室・公開講座
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特別展示室

Gnadaaの代表であり、ジャーナリストとしても活躍されて
いるスペンドリニ・カクチさんをお招きして、活動における
原動力に迫りながら、ソーシャルファッションの本質につ
いて考えるイベントです。聖心女子大学の杉原真晃准教授
と学生団体はなはなSDGsによるパネルディスカッション
も実施致します。イベントの最後には、参加者の皆さんの
願いが込められた「WISHツリー」を作ります。

家事使用人として
働く少女たち
～バングラデシュの隠れた児童労働～

マンスリーサポーター募集中

　人が生きていくために毎日やらなければならない「家事」。掃除に
洗濯、料理に食器洗い、夕食の買いものにも行かなければなりません。
家族が多いと、その仕事量は何倍にもなります。普段はあまり意識し
ませんが、学校に行ったり、会社で働いたりするのと同じように、私
たちが毎日の暮らしを送るために必要なもの、それが家事なのです。
みなさんの家庭では、だれが家事をやっていますか？
　みなさんもお母さんやお父さんのお手伝いをしているかもしれませ
ん。しかし、世界には家事をすることで生計を立てている子どもたち
がいるのです。
　この写真展の舞台であるバングラデシュには、「家事使用人」の子
どもたちが42万人いるといわれています。よその家の家事をするた
めに「メイドさん」として働いているのです。そのうちの80％は女の
子で、大半は親と離れて雇い主の家に住み込みで働いています 。
女の子たちは、どんな毎日を送っているのでしょうか？
学校には行っているのでしょうか？
お母さんやお父さん、きょうだいには会えるのでしょうか？
　10歳にも満たない子どもたちが働いているという児童労働の現実
は、遠い国の悲しい物語ではありません。日本から１日足らずで行け
る同じアジアの国、バングラデシュで、そして世界中の国ぐにでいま
この瞬間に起きていることなのです。
１日中 、雇い主のために働いている子どもたちの姿を通して、児童
労働の問題の解決のために私たちになにができるのか、みなさんと一
緒に考えてみたいと思います 。
� 日下部 尚徳

立教大学異文化コミュニケーション学部
准教授

期間：2022年２月21日（月）～４月28日（木）
協力：特定非営利活動法人シャプラニール＝市民による海外協力の会

わたし8歳、職業、家事使用人。

開催日： 2021年12月11日（土） 
団体：Gnadaa Japan　はなはなSDGs

オンライントークイベント

ソーシャルファッションってなんだ？

開催日： 2022年4月23日（土） 

オンライントークイベント

わたし8歳、職業、家事使用人。
ー世界の児童労働者1億5200万人の1人ー
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　「Birth, Birth, Birth！」は、新しい命を迎える人々、それを支え
るプロフェッショナルの姿を伝え続ける写真家ふたりの 〈出前写
真展〉です。病院の待合室、イベントや学会の会場、育児支援スポッ
ト、カフェ、学校などで写真を展示してきました。
　今の日本では毎日のように出産や育児の大変さが報じられ、親
も、医療者も多くの悩みを抱えているという現実があります。でも、
そんな今だからこそ私たちは写真の力を使い、人が初めてわが子
を抱くという言葉を超えた世界を、どんな時代にも変わらない人
間の原点を、たくさんの人に感じてほしいと思っています。
　出産の写真から感じるものは人それぞれです。自分の母親も自
分を産んでくれた日はこんな風に喜んだのだろうかと想像し、い
つか自分も親になるかもしれない、と思う方もいます。また、育
児中の女性は自分の育児の始まった日の熱い気持ちを思い出し、
医療者の方は、写っているご自身の真剣な表情に驚かれます。
　命を生み出すために力を合わせる人々の姿は、人は支え合い、
寄り添いあって生きるようにできているのだと、私たちに信じさ
せてくれるものがあります。
どうぞ、ゆっくりとご覧ください。

期間：2022年10月13日（木）～2023年１月28日（土）
主催：聖心女子大学グローバル共生研究所

Birth, Birth, Birth !

　伝統的な中国社会において、女性の身体を覆い飾った品々は
彼女たちが所属する「家」の社会的地位や経済力を示すもので
した。中国の儒教的風潮のなかで、女性の「女らしさ」はどの
ように作られ、髪型や衣服、靴は女性の身体にどのような意味
を与えていたのでしょうか 。
　特別展では、19世紀後半～ 20世紀初頭の漢人と満洲人の
衣服、女学生の「文明新装」、民国期モダンガールのチャイナ
ドレスとポスターなどの実物資料を通して、中国女性の身体性
の歴史を装いの観点からたどってみます。展示をご覧になった
方々にとって、ジェンダー規範についての相対的な視点に立ち
つつ「女性はどう生きるか」を考える一助になれば幸いです。

期間：2022年５月12日（木）～10月５日（水）
主催：聖心女子大学グローバル共生研究所

－纏足からチャイナドレスへ
中国女性の装いと身体性

謝謝辞辞

聖心女子大学グローバル共生研究所

謝黎 プロフィール
上海生まれ。文化人類学専攻、博士（学術）。元東北芸術工科大学芸術学部准教授。
現在聖心女子大学グローバル共生研究所客員研究員。

学生時代からアジアの布に魅かれ、チャイナ服の研究と収集をはじめました。不定期
的に博物館や美術館、ギャラリーでコレクションの展示企画を開催し、その魅力を多
くの方々に紹介しています（神戸ファッション美術館2008、長崎歴史文化博物館
2011など）。

また文化人類学的な視点から東・東南アジアの「衣生活」を取り上げ、それらを民族
アイデンティティーの再生産、民族博物館展示の表象などの視点から研究し、アジア
地域の「近代化」における「民族」の生存、融合や消滅、「伝統」のあり方などの研
究を物質文化の観点から進めています。現在は、民族衣装を軸に、「衣装」と「化
粧」に焦点を当て、「女性性」と「社会性」の関わり方を調査しています。

著書に『チャイナドレスをまとう女性たち―旗袍にみる中国の近・現代』（2004青弓
社）、『チャイナドレスの文化史』（2011青弓社）、『チャイナドレス大全―思想・
文化・歴史』（2020青弓社）。

しゃ れい

本展示にあたりましては、本学グローバル共生研究所客員研究員・謝黎氏

に多大なるご協力をいただきました。心からお礼を申し上げます。

謝
しゃ

黎
れい

学生時代からアジアの布に魅かれ、チャイナ服の研究と収集
をはじめました。不定期的に博物館や美術館、ギャラリーで
コレクションの展示企画を開催し、その魅力を多くの方々に
紹介しています（神戸ファッション美術館 2008、 長崎歴史
文化博物館2011など）。また文化人類学的な視点から東・
東南アジアの「衣生活」を取り上げ、それらを民族アイデン
ティティーの再生産、民族博物館展示の表象などの視点から
研究し、アジア地域の「近代化」における「民族」の生存、融
合や消滅、「伝統」のあり方などの研究を物質文化の観点か
ら進めています。現在は、民族衣装を軸に、「衣装」と「化粧」
に焦点を当て、「女性性」と「社会性」の関わり方を調査して
います。著書に『 チャイナドレスをまとう女性たち 旗袍に
みる中国の近・現代 』 2004 青弓社）、 『 チャイナドレスの文
化史 』 2011 青弓社）、 『 チャイナドレス大全 思想・文化・
歴史 』 2020 青弓社）。

上海生まれ。文化人類学専攻、博士（学術）。
元東北 芸術工科大学芸術学部准教授。
現在聖心女子大学グローバル共生研究所
客員研究員。

� 纏⾜は、歪められた⼥性の⾝体の苦痛や、男性による抑圧の象
徴として語られることが多い。それでも⼥性たちがやめないのは
なぜだろうか。あんな⾟い思いをして、⼥性たちが⼿にしたもの
は何だろうか。当時の中国の男たちは纏⾜のどこに魅⼒を感じて
いたのだろうか。纏⾜という不思議な⽂化現象は、中国の内外か
らどのように⾒られていたのだろうか。
� 20世紀初頭の中国では、こうした纏⾜をしている⼥性がいる中
で、チャイナドレス（旗袍）姿のモダンガールたちも現れてき
た。⼩さく縛られている纏⾜と、ボディラインを露わにする旗
袍。纏⾜からハイヒールへと変化する中で、⼥性の⾝体はどのよ
う位置づけられていたのだろうか。
� 今回は、この装いに⾒る⾝体の束縛と解放の歴史を通して、中
国⼥性の⾝体と個⼈・家・国家とのかかわりを辿ってみる。そこ
から、なぜ、⼈間はありのままの⾝体に満⾜しないのだろうか、
痛みや苦痛を耐えて⼿にしたものは何だろうか、といった問いに
ついてもみなさんと⼀緒に考えたい。

−纏⾜からチャイナドレスへ

6⽉11⽇（⼟）

中国⼥性の装いと⾝体性

オンライン講演会

2022年
時間 ｜ 13:30〜15:00
会場 ｜ Zoomウェビナー
参加無料  事前登録制

講師 : 謝黎（しゃ れい）

主催
住所：150-8938
   東京都渋⾕区広尾4-2-24
  �����聖⼼⼥⼦⼤学4号館／聖⼼グローバルプラザ�
電話番号：03-3407-5811
メール：jimu-kyosei@u-sacred-heart.ac.jp

上海⽣まれ。⽂化⼈類学専攻、博⼠（学術）
東北芸術⼯科⼤学芸術学部准教授を経て
2021年4⽉より聖⼼⼥⼦⼤学グローバル共⽣研究所客員研究員
＊著書＊
『チャイナドレスをまとう⼥性たち―旗袍にみる中国の近・現代』（2004年、⻘⼸社）
『チャイナドレスの⽂化史』（2011年、⻘⼸社）
『チャイナドレス⼤全―思想・⽂化・歴史』（2020年、⻘⼸社）

申込⽅法 右記QRコードより
お申込みください。

https://forms.gle/wJcAxZ8BzWk6WCzw6

�

開催日： 2022年6月11日（土） 

オンライン講演会

中国女性の装いと身体性ー纏足からチャイナドレスへー
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特別展示室

BBEE＊＊hhiivvee 特特別別展展示示室室写写真真展展

「「BBiirrtthh,, BBiirrtthh,, BBiirrtthh!!」」トトーーククシショョーー

開開催催日日時時：：22002222年年1100月月2277日日((木木)) 1133::3300～～1144::3300
会会 場場 ：：聖聖心心女女子子大大学学 44号号館館33階階ブブリリッットト記記念念ホホーールル
参参加加費費：：無無料料
定定 員員 ：：3300名名 右右記記QQRRココーードドよよりりおお申申込込みみくくだだささいい。。

ゲゲスストト：： 河河合合 蘭蘭（（出出産産ジジャャーーナナリリスストト／／写写真真家家））江江連連 麻麻紀紀（（写写真真家家））

ココーーデディィネネーータターー：： 神神前前 裕裕子子（（聖聖心心女女子子大大学学心心理理学学科科准准教教授授））

中中野野 博博子子（（聖聖心心女女子子大大学学心心理理学学科科教教授授））

「Birth,Birth,Birth!」は、新しい命を迎える人々、それを支える
プロフェッショナルの姿を伝え続ける写真家ふたりの<出前写真展>

です。病院の待合室やイベント会場、学校などで写真を展示してき
ました。この度は、Be＊hiveで写真展を開催させていただくことに
なりました。そして、今回私たちが撮ってきた写真をお見せしなが

らトークショーを行います。

皆さんは、出産にどんなイメージをもっていますか？
写真から皆さんにいろんなことを感じ、考えてもらえればと思って

います。皆さんとお会いできるのを楽しみにしています。

主催・お問い合わせ：聖心女子大学グローバル共生研究所
e-mail: jimu-kyosei@u-sacred-heart.ac.jp

トークショー

開催日：2022年10月27日（木）
ゲスト：河合 蘭　江連麻紀
コーディネーター：
神前裕子（聖心女子大学
心理学科准教授）、
中野博子（聖心女子大学
心理学科教授）

Birht, Birth, 
Birth !

河合 蘭　出産ジャーナリスト かわい・らん

江連麻紀　写真家 えづれ・まき

1959年東京生まれ。カメラマンだった20代の時に第一子を出産し、出産専門のフリージャ
ーナリストとして活動を開始。三人の子を育てながら取材を続け、現代の女性が親になる時
の問題や産科医療、新生児医療、不妊治療を追ってきた。写真の被写体は取材対象の家族
や医療職で、医療施設などに作品を提供。主な著書は『出生前診断 出産ジャーナリストが見
つめた現状と未来』(朝日新聞出版／科学ジャーナリスト賞2016受賞作)、『卵子老化の真実』
（文藝春秋）、『助産師と産むー病院でも、助産院でも、自宅でも』(岩波書店)など多数。
国立大学法人東京医科歯科大学非常勤講師、日本赤十字社助産師学校非常勤講師
聖心女子大学 グローバル共生研究所 客員研究員、NPO法人日本助産評価機構評価委員、
日本赤十字社医療センターBFH推進委員会外部委員、厚生労働省 NIPT等の出生前検査に
関する専門委員会委員　河合蘭HP http://www.kawairan.com/

1980年、徳島県生まれ。神奈川県で夫、娘、息子、猫、ときどき社会的養育の子（川崎市
の養育里親）と暮らす。娘が２歳になったころ、夫がうつ病になり育児と看病で生活がまま
ならなくなりました。そのときのいのちってなんだろうという想いから、カメラを手に出産を
撮りはじめました。それから12年が経ち、ご家族のなんでもない日常や記念日、妊娠期のま
るい姿、多様な出産の風景、精神障害等を抱えた当事者の地域活動拠点「べてるの家」の人々、
ダウン症のある人々とその家族、里親家庭・ファミリーホーム・養子縁組家庭などの撮影を
しています。 撮影のほか、べてるの家で学んだ当事者研究を用いた家族会議、子ども当事
者研究、子育て当事者研究のファシリテーションをしており、企業やNPO法人、美術館と
コラボして各地でイベントやワークショップを実施しています。「子ども当事者研究 わたし
の心の街には おこるちゃんがいる」（コトノネ生活出版）　江連麻紀HP https://cocoroto.jp

河合 蘭
出産ジャーナリスト かわい・らん

年東京生まれ。カメラマンだった 代の時に第一子を出産し、出産専門の

フリージャーナリストとして活動を開始。三人の子を育てながら取材を続け、現代

の女性が親になる時の問題や産科医療、新生児医療、不妊治療を追ってきた。写

真の被写体は取材対象の家族や医療職で、医療施設などに作品を提供。

主な著書は『出生前診断 出産ジャーナリストが見つめた現状と未来』 朝日新聞出

版／科学ジャーナリスト賞 受賞作 、『卵子老化の真実』（文藝春秋）、『助産

師と産むー病院でも、助産院でも、自宅でも』 岩波書店 など多数。

国立大学法人東京医科歯科大学非常勤講師

日本赤十字社助産師学校非常勤講師

聖心女子大学 グローバル共生研究所 客員研究員

法人日本助産評価機構評価委員

日本赤十字社医療センター 推進委員会外部委員

厚生労働省 等の出生前検査に関する専門委員会委員

河合蘭

江連麻紀
写真家 えづれ・まき

年、徳島県生まれ。 神奈川県で夫、娘、息子、猫、ときどき社会的養育の子

（川崎市の養育里親）と暮らす。

娘が２歳になったころ、夫がうつ病になり育児と看病で生活がままならなくなりま

した。そのときのいのちってなんだろうという想いから、カメラを手に出産を撮り

はじめました。  

それから 年が経ち、ご家族のなんでもない日常や記念日、妊娠期のまるい姿、

多様な出産の風景、精神障害等を抱えた当事者の地域活動拠点「べてるの家」の

人々、ダウン症のある人々とその家族、里親家庭・ファミリーホーム・養子縁組家庭

などの撮影をしています。

 撮影のほか、べてるの家で学んだ当事者研究を用いた家族会議、子ども当事者研

究、子育て当事者研究のファシリテーションをしており、企業や 法人、美術館

とコラボして各地でイベントやワークショップを実施しています。

 「子ども当事者研究 わたしの心の街には おこるちゃんがいる」（コトノネ生活出版）

江連麻紀
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期間：2023年2月13日（月）～4月27日（水）
主催：特定非営利活動法人 AMDA社会開発機構

SDGsゴール3：すべての人に健康と福祉を
SDGsゴール5：ジェンダー平等を実現しよう

女性と健康「命と健康は平等か？」

　AMDA社会開発機構（アムダマインズ）は、世界の貧
困地域で人づくり・村づくりを通じて暮らしの改善に取
り組む認定NPO法人です。現在、アジア・アフリカ・
中南米の９か国で、約80名のスタッフが保健、水と衛生、
生計向上、農業、青少年育成など、SDGs達成に向けた
社会開発プロジェクトに携わっています。
　この特別企画展では、私たちが世界各地で取り組んで
いる活動の中から、「女性と健康」に関係する取り組みを、
写真などを交えてご紹介しています（乳がん・子宮頸が
ん、母子の健康格差、妊産婦ケア、リプロダクティブ・
ヘルス）。
　ご来訪くださったあなたにとって、この特別企画展が、
「命と健康は平等か？」という視点で世界の貧困地域に改
めて目を向けるきっかけになれば、私たちスタッフとし
て、とてもうれしく思います。

＊＊ 特特別別企企画画展展
女女性性とと健健康康「「命命とと健健康康はは平平等等かか？？」」関関連連イイベベンントト

「「ネネパパーールルのの女女性性ににががんん検検診診のの機機会会をを
～～ とと 企企 業業 のの 取取 りり 組組 みみ ～～ 」」
AMDA社会開発機構（NGO）と第一三共株式会社（企業）がネパールで取り組む「女性と
健康」のためのプロジェクトについてご紹介します。「企業とNGOの連携って？」「企業が
行う国際協力って？」「途上国支援にかかわるキャリアって？」ご参加のみなさまからの
様々な疑問にお答えします。

日 程

参 加

会 場

定 員

2023年 4月18日 （火）
17:30～19:10(終了後ギャラリートーク予定）

オオンンラライインン（（ZZoooomm））
ままたたはは会会場場（（聖聖心心女女子子大大学学44号号館館11階階BBEE＊＊hhiivvee))

主主催催・・おお問問いい合合わわせせ：：
聖聖心心女女子子大大学学ググロローーババルル共共生生研研究究所所
✉✉ jimu-kyosei@u-sacred-heart.ac.jp

オオンンラライインン 330000名名
会会場場参参加加 2200名名（（定定員員にに達達しし次次第第締締切切））

【プログラム】
・AMDA社会開発機構、第一三共株式会社のネパールでの活動について
・ぶっちゃけトーク～国際協力とわたしたち、そしてこれから～
聖心女子大学の学生も交えたトークセッション

キャリア

NGOと
企業

国国際際協協力力

お申込はこちらから

無無料料

共催・登壇

開催日： 2023年４月18日（火） 
共催：第一三共株式会社、特定非営利活動法人 AMDA社会開発機構

オンライントークイベント

「ネパールの女性にがん検診の機会を
　　　　　　〜NGOと企業の取り組み〜」

　AMDA社会開発機構（NGO）と
第一三共株式会社（企業）がネパ
ールで取り組む「女性と健康」の
ためのプロジェクトについてご紹
介します。「企業とNGOの連携っ
て？」「企業が行う国際協力って？」
「途上国支援にかかわるキャリアっ
て？」ご参加のみなさまからのさ
まざまな疑問にお答えします。
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刻々と進む少子高齢化と未婚化。日本的雇用システムの大転換。世界に遅
れをとるジェンダー平等。みなさんは、「親とは違う時代」を生きていきます。
社会変化の実態や人々の意識を知り、キャリアモデルの「働くこと」へのメッ
セージに耳を傾けてみませんか。ジェンダーの視点から「キャリア」を広
義に捉え、様々な人と意見を交わし、これからの社会であなた自身がどの
ように生きていくのか、考えてみましょう。

開催日：2021年８月25日（水）／９月２日（木）　
主催：聖心女子大学グローバル共生研究所
後援：聖心女子大学キャリアセンター　
実施団体：公益財団法人日本女性学習財団

オンラインワークショップ

「キャリア」をジェンダーの視点から考える
女性とキャリア～人生を切り拓くために～

第 I期 自自分分にに力力ををつつけけてて
社社会会をを変変ええよようう

女性とキャリアとライフコース
【【ウウェェブブ展展示示開開催催中中】】

大大学学生生
高高校校生生
対対象象

「「キキャャリリアア」」ををジジェェンンダダーーのの
視視点点かからら考考ええるる

オオンンラライインン ワワーーククシショョッッププ
女女性性ととキキャャリリアア ～～人人生生をを切切りり拓拓くくたためめにに～～

刻々と進む少子高齢化と未婚化。日本的雇用システムの大転

換。世界に遅れをとるジェンダー平等。みなさんは、「親とは違う時

代」を生きていきます。

社会変化の実態や人々の意識を知り、キャリアモデルの「働くこ

と」へのメッセージに耳を傾けてみませんか。ジェンダーの視点から

「キャリア」を広義に捉え、様々な人と意見を交わし、これからの社

会であなた自身がどのように生きていくのか、考えてみましょう。

・・開開催催日日：： 8月25日(水) ／ 9月2日(木)
各日 14：00～16：00
※いずれかの日程をお申込みください

・・対対象象：： 大学生、高校生
・・参参加加費費：： 無料
・・定定員員：： 各回20名（最少催行人数8名）

・・申申込込：：要申込
右記 QRコードからお申込みください。

実施団体：公益財団法人日本女性学習財団
後援：聖心女子大学キャリアセンター
主催：聖心女子大学グローバル共生研究所

jimu-kyosei@u-sacred-heart.ac.jp

BBEE＊＊hhiivvee 企企画画展展示示案案内内

「「いいまま、、『『女女性性』』ははどどうう生生ききるるかか」」

アンコンシャス・
バイアスって
知ってますか？

「働く」を
データから
見てみよう

変化する社会で
どんな人生を

切り拓いていきますか

自分の意見を
言葉にして
伝えてみよう

多様な価値観を
知ろう

公開講座

【第１部】　ルワンダからの声
90年代後半、ルワンダ紛争後社会の安定を目指した緒方さんは、現地女
性の支援を行い、和解と平和構築の道を開きました。それから四半世紀、
ルワンダの現状を聴きます。
【第２部】　他者とつながる学び
緒方さんが学生時代に聖心でどのように学び、リーダーシップを培った
のか。国際協力を行う卒業生の声も聴き、大学生たちによる問題意識を
高めるディスカッションを展開します。

プレゼンター　�永遠瑠・マリールイズ（NPO法人 ルワンダの教育を考え
る会理事長）
佐々木和之（�ルワンダ・プロテスタント人文・社会科学

大学開発学部准教授）
佐々木 恵（�ルワンダ布製品ウェブショップ「ウムチョ・

ニャンザストア」代表）
金田尚子（聖心女子大学卒業生　国連世界食糧計画）
岡崎淑子（�聖心女子大学元学長　グローバル共生研究所

招聘研究員）
難民支援学生団体メンバー（�SHRET/ 聖心女子大学
　　　　　　　　　　　　　J-FUN Youth/ インカレ）
　　　　　　　　　　　　　ほか、大学生

オンライン国際シンポジウム

緒方貞子さんの思いを受け継ぐ 
ーアフリカと日本を結んでー

聖心女子大学第1期生であり、元国連難民高等弁務官の緒方貞子さんが、
難民救済の中で最も困難な状況に直面した、東アフリカ、ルワンダの現在に
焦点を当てます。そのことを通じて、若い人たちに対し、視野を広げ、他者
と協力し、世界が直面しているさまざまな問題に取り組んでほしいというメ
ッセージを投げかけます。

開催日： 2021年６月 19日（土） 
主催：聖心女子大学グローバル共生研究所、 聖心女子大学大学院社会文化学専攻、
　　　マグダレナ・ソフィアセンター
助成：一般社団法人 東京倶楽部　
コーディネーター：石井洋子（聖心女子大学人間関係学科教授）
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実際に会社に勤務しながらNGOで活動するキャリアモデルの方のお話を
伺い、ジェンダー格差を是正するための糸口や方策を考え、また、キャ
リアモデルの職業的キャリア形成と社会活動の経験から、人生を通して
自らをずっと成長させていくことや働くことと社会活動の両輪、そのや
りがいについて学びます。

展示『世界から「命の誕生」を考える』では，生命の誕生について考えま
した。「ずっと，いっしょ。」は命の誕生や別れなどから“命とは何か”に
ついて考えるきっかけになる映画だと思います。

ゲスト　 柏原恭子（会社員 国際女性の地位協会理事）
濱田すみれ（�岩手大学男女共同参画室特任研究員、女性差別撤廃

条約実現アクション世話人）

【トークショー】
パネリスト　 　　  河合 蘭（出産ジャーナリスト／写真家）
コーディネーター　神前裕子 （聖心女子大学心理学科准教授）
　　　　　　　　 中野博子 （聖心女子大学心理学科教授）

開催日：2021年11月25日（木）　
主催：聖心女子大学グローバル共生研究所
後援：聖心女子大学キャリアセンター　

開催日：2023年4月22日（土）　
主催：聖心女子大学グローバル共生研究所

オンラインセミナー

女子差別撤廃条約とNGOの活動を考える

トークショー & 映画上映会 

ずっといっしょ

主主催催：：聖聖心心女女子子大大学学ググロローーババルル共共生生研研究究所所
jjiimmuu--kkyyoosseeii@@uu--ssaaccrreedd--hheeaarrtt..aacc..jjpp

後後援援：：聖聖心心女女子子大大学学キキャャリリアアセセンンタターー

女女子子差差別別撤撤廃廃条条約約とと
NNGGOOのの活活動動をを考考ええるる

BBEE＊＊hhiivvee 展展示示公公開開講講座座
第第11期期「「自自分分にに力力ををつつけけてて社社会会をを変変ええよようう ～～女女性性ののキキャャリリアアととラライイフフココーースス～～」」

刻々と変化する社会、世界に大きく遅れをとる日本のジェンダーギャップ。 このような社会のなか

で、あなたは「キャリア形成」をどのようにとらえますか？本企画では、実際に会社に勤務しながら

ＮＧＯで活動するキャリアモデルの方のお話を伺い、ジェンダー格差を是正するための糸口や方策を

考える機会とします。

また、キャリアモデルの職業的キャリア形成と社会活動の経験から、人 生を通して自らをずっと

成長させていくことや働くことと社会活動の両輪、そのやりがいについて学びます。

ワークライフバランスにも触れながら、ライフコースとキャリアについて考えてみましょう。

・・開開催催日日：： 1111月月2255日日((木木)) 1177::1100～～1188::5500
・・対対象象：：大学生(本学・他大)／高校生／一般
・・参参加加費費：： 無料
・・定定員員：： 500名

・・申申込込：：要申込
右記 QRコードからお申込みください。

参参加加

無無料料

第第11期期 自自分分にに力力ををつつけけてて社社会会をを変変ええよようう
女女性性ととキキャャリリアアととラライイフフココーースス 【【ウウェェブブ展展示示開開催催中中】】

BBEE＊＊hhiivvee 企企画画展展示示案案内内

「「いいまま、、『『女女性性』』ははどどうう生生ききるるかか」」

人人生生をを通通ししたたキキャャリリアア形形成成ににつついいててーー職職業業的的キキャャリリアア形形成成とと社社会会活活動動【【ゲゲスストト】】

【【司司会会】】 大大槻槻奈奈巳巳 （（聖聖心心女女子子大大学学現現代代教教養養学学部部人人間間関関係係学学科科教教授授））

柏柏原原恭恭子子 氏氏
会社員
国際女性の地位協会理事

濱濱田田すすみみれれ 氏氏
岩手大学男女共同参画
室特任研究員、女性差
別撤廃条約実現アクショ
ン世話人。

貧困や差別のない社会を実現するために世界 70カ国以上で活動する国際
NGO「プラン・インターナショナル」をお招きし、今、まさに世界で直
面している児童婚の実態や少女たちへの影響について学びを深めます。

沈黙のかわりに私は叫ぶ。絶望の淵に立たされたとき、
あきらめない少女の歌は奇跡を引き寄せる。家族のために結婚を強いら
れる魂のラッパー、ソニータは歌い、自らの運命を変えていくーー。

【第 2部トークイベント】
パネリスト　 　　  海藤純子（�国際NGO プラン・インターナショナル 

プログラム部）
コーディネーター　小川早百合（聖心女子大学名誉教授）

開催日：2021年12月4日（土）　
主催：聖心女子大学グローバル共生研究所

オンライン映画上映会 & トークイベント

SONITA ソニータ
無無料料映映画画上上映映

「「SSOONNIITTAA ソソニニーータタ」」
＋＋

トトーーククイイベベンントト

22002211年年1122月月44日日((土土))
1144::0000～～1166::3300

第第 11 部部：：映映画画上上映映

第第 22 部部：：トトーーククイイベベンントト

・・オオンンラライインン開開催催
・・定定員員：：5500名名
・・要要申申込込：：

QQRRココーードドかかららおお申申込込みみくくだだささいい

BBEE＊＊hhiivvee展展示示「「『『児児童童婚婚』』はは遠遠いい国国のの話話？？」」公公開開講講座座

オオンンラライインン映映画画上上映映会会「「SSOONNIITTAA」」

「いま、『女性』はどう生きるか」
「緒方貞子さんと聖心の教育」

展示公開中

仮

パパネネリリスストト
国国際際NNGGOO ププラランン・・イインンタターーナナシショョナナルル
ププロロググララムム部部 海海藤藤 純純子子 氏氏

ココーーデディィネネーータターー
小小川川早早百百合合（（聖聖心心女女子子大大学学国国際際交交流流学学科科教教授授））

貧困や差別のない社会を実現するために世界70カ
国以上で活動する国際NGO「プラン・インターナ
ショナル」をお招きし、今、まさに世界で直面して
いる児童婚の実態や少女たちへの影響について学び
を深めます。

グローバル共生研究所は、持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

◆◆ 第第22部部 トトーーククイイベベンントト ◆◆

「ずっと、いっしょ。」
展⺬『世界から「命の誕⽣」を考える』では，⽣命の誕⽣について考えました。
「ずっと，いっしょ。」は命の誕⽣や別れなどから“命とは何か”について
考えるきっかけになる映画だと思います。ぜひご覧ください。

04
22
sat

◆�⽇時：2023年4⽉22⽇(⼟)
     �13:00∼16:00

    第1部��映画上映会�13:00∼15:10
    第2部 トークショー��15:15∼16:00

◆�会場：聖⼼⼥⼦⼤学4号館�
 �   3階�ブリット記念ホール

◆�定員：60名
◆�参加費：無料

◆�申し込み：
 �QRコードからお申込みください

トークショー＆映画上映会

企画展「いま、『⼥性』はどう⽣きるか」
第4期「世界から『命の誕⽣』を考える」

公開講座��

トークショー�パネリスト
 河合�蘭⽒（出産ジャーナリスト／写真家）

コーディネーター
 神前�裕⼦（聖⼼⼥⼦⼤学⼼理学科准教授）
 中野�博⼦（前�聖⼼⼥⼦⼤学⼼理学科教授）


